
入 後,気 管 切 開,動 脈 カ ニ ュ レ ー シ ョ ン を行 い,

酸 素,3%セ ボ フ ル ラ ン に て 維 持 し,平 均 血 圧

を モ ニ タ ー し た 。 顎 骨 へ の 浸 潤 麻 酔 は2

%lidocaine(1/80,000E)0.5mLを40秒 か け 注 入

し,そ の 時 の 注 入 圧 を モ ニ タ ー し,100mmHg,

200mmHg,300mmHg,400mmHgの4群 に 分

類 した。 一 定 時 間 後 顎 骨 を摘 出 し,処 理 後,液 体

ク ロ マ トグ ラ フ ィー にて リ ドカ イ ン濃 度 を測 定 し

た 。 動 脈 血 採 血 も行 い,血 中 リ ドカ イ ン濃 度 も測

定 し た 。 統 計 処 理 はMann-Whitney U-testを

用 い,P<0.05を 有 意 と し た。

【結 果 】 注 入 前 の 平 均 血 圧 は群 間 で 差 は認 め な

か っ た。 顎 骨 リ ド カ イ ン 濃 度 は,10分 後100,

200,300,400mmHgの 値 は そ れ ぞ れ,152,

297,377,500μg/gを 示 し,60分 後 は20,63,

104,138μg/gと 時 間 と と も に低 下 した 。 注 入 圧

が 高 い ほ ど リ ドカ イ ン 濃 度 も 高 か っ た 。 ま た

100mmHgは 他 の3群 よ り低 値 で 推 移 した 。 群 間

に お い て 有 意 差 を認 め た 。

血 中 リ ドカ イ ン濃 度 は,10分 後100mmHgで

は1.29μg/mL,60分 後0.34μg/mLと 急 速 に低 下

し,400mmHgで は10分 後0.64μg/mL,60分 後

0.46μg/mLと 緩 徐 に低 下 した。

【考 察 】 低 注 入 圧 で は骨 膜 下 に注 入 され ず に,

軟 組 織 に浸 透 す る可 能 性 が示 唆 され,一 方,高 注

入 圧 で は骨 膜 下 に浸 透 す る可 能 性 が示 唆 され た 。

【結 語1臨 床 で の 浸 潤 麻 酔 注 入 時 に お い て,骨

に局 所 麻 酔 を奏 効 させ た い 場 合,あ る程 度 注 入 圧

が高 い ポ イ ン トを探 す 必 要 が あ る 。
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【緒 言】骨膜を剥離 し,生 理食塩水等で洗浄 し

ながら行 う手術では,局 所麻酔の作用時間が短縮

する。また,局 所麻酔薬は,歯 槽粘膜 より付着歯

肉に注射 した方が,顎 骨へよく浸潤 し,鎮 静効果

も高く,作 用時間も長い。今回,局 所麻酔の注入

圧が局所麻酔効果へ与える影響を検討 した。

【方 法】日本白色兎96羽(週 齢16W,2.1±0.2kg)

を用い,酸 素,5%セ ボフル ランで全身麻酔導


